
説明日（　　　／　　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　） パスNo.STA02323973

月日（日時） ／ ／ ／ ／

経過（病日等） 治療前日 治療当日 治療翌日 退院日

◇抗がん剤治療とその副作用が理解できる ◇日常生活が送れないほどの副作用が生じていない ◇退院後の生活に関する注意点がわかる

◇採血結果が抗がん剤投与可能な基準値を満たしている 【退院基準：有害事象（副作用）がコントロールできている】

治療・薬剤 9時～10時頃から抗がん剤治療を開始します 必要時、処方された薬を服用して下さい 医師の指示に応じた退院処方を続けて服用

 (点滴・内服) して下さい

８時過ぎに点滴の針を入れます。処置室へお越し下さい

処置室に来られない場合は、自室で行います

処置 点滴中は、針の周囲の皮膚状態を観察します

点滴終了後、点滴の針を抜きます

入院時に外来で採血があります

【２回目以降の治療の場合】

必ず、入院前に外来受診して病棟に上がって下さい

特に制限はありません 退院です

（原則、9:30-10:00頃の退院となります）

ナースコール・ベッド柵を設置します

運動靴の使用をお願いします

特に制限はありません

食事

抗がん剤投与前日は、必ずシャワーに入りましょう 点滴が夕方まであるため、浴室時間の関係上 特に制限はありません

シャワーができない場合があります。ご了承下さい

うがい・手洗い・手指消毒を行いましょう 退院後も引き続き感染予防に努めて下さい

特に制限はありません

注１　入院期間については現時点で予想される期間です。 久留米大学病院　婦人科　改訂2019.1

副作用の症状がある場合は、症状にあった薬を提供
いたします。遠慮なくお伝え下さい

食べられるものを食べて下さい
匂いが気になる時は、冷まして頂くと食べやすいです

副作用を記載する冊子の記入は引き続きお願いいたします

★嘔気・だるさを予防するステロイドのお薬が出ます
量が多いので、スタッフの説明通りに服用して下さい

【退院後の生活について】
★感染予防に努めましょう
うがい・手洗い、シャワー浴等の清潔を保つ
外出時にはマスクを着用しましょう
★脱毛を認めたら、帽子やウィッグを活用しましょう
頭皮を保護するため優しくシャンプーしましょう
★手足の保温に努めましょう
しびれが強い時は、手袋や靴下を活用ください
★38℃以上の熱・水下痢が続く時・食事が摂れない
事が続く時は、ご連絡下さい

退院後の生活に関する注意点について、看護師より
お話させて頂きます

次回の外来受診日について、医師より説明がありま
すので、必ずご確認下さい

AP（ドキソルビシン・シスプラチン）療法を受ける(             　　　　　　　　　　　  　　     )さんへ 入院中のスケジュールです。　　入院時に持参して下さい。
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★初めての点滴の時のみ、心電図モニターを着けて、観察
室で点滴治療を行います

入院時に持ってきた全ての薬と薬手帳をスタッフにお渡し下
さい

抗がん剤治療の副作用を自分でも観察して頂きます
副作用の程度を記載する冊子をお渡ししますので、
今起こっている副作用の程度をご記入下さい


